
(57)【要約】

【課題】使用者が火傷をすることのない低コストな給湯

システムを実現すること。

【解決手段】給湯システムを、給湯流入水を加熱する加

熱部と、流入水温度を検知する水温検知部と、前記加熱

部により加熱された出湯水と水とを一定割合にて混合す

る混合器と、前記水温検知部からの信号を受け、前記加

熱部の動作を制御する制御部と、を有し、

前記制御部は、前記水温検知部から流入水温度が低下し

た信号を受けると出湯水温度を高く、また流入水温度が

上昇した信号を受けると出湯水温度を低くするように制

御するようにした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 入 水 を 加 熱 す る 加 熱 部 と 、 流 入 水 温 度 を 検 知 す る 水 温 検 知 部 と 、 前 記 加 熱 部 に よ り 加 熱
さ れ た 出 湯 水 と 水 と を 一 定 割 合 に て 混 合 す る 混 合 器 と 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら の 信 号 を 受 け
、 前 記 加 熱 部 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 を 有 し 、
前 記 制 御 部 は 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら 流 入 水 温 度 が 低 下 し た 信 号 を 受 け る と 出 湯 水 温 度 を 高
く 、 ま た 流 入 水 温 度 が 上 昇 し た 信 号 を 受 け る と 出 湯 水 温 度 を 低 く す る よ う に 制 御 す る こ と
を 特 徴 と す る 給 湯 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
流 入 水 を 加 熱 す る 加 熱 部 と 、 流 入 水 温 度 を 検 知 す る 水 温 検 知 部 と 、 前 記 加 熱 部 に よ り 加 熱
さ れ た 出 湯 水 の 圧 力 を 調 整 す る 圧 力 調 整 手 段 と 、 、 前 記 出 湯 水 と 水 を 混 合 す る 混 合 器 と 、
前 記 水 温 検 知 部 か ら の 信 号 を 受 け 、 前 記 加 熱 部 と 前 記 圧 力 調 整 手 段 の 動 作 を 制 御 す る 制 御
部 と を 有 し 、
該 制 御 部 は 、 出 湯 水 温 度 が 一 定 に な る よ う に 前 期 加 熱 部 を 制 御 し 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら 流
入 水 温 度 が 低 下 し た 信 号 を 受 け る と 出 湯 水 圧 力 を 高 く 、 ま た 流 入 水 温 度 が 上 昇 し た 信 号 を
受 け る と 出 湯 水 圧 力 を 低 く す る よ う 前 記 圧 力 調 整 手 段 を 制 御 す る よ う に し 、
さ ら に 前 記 混 合 器 は 混 合 す る 前 の 出 湯 水 と 水 が 各 々 流 れ る 通 水 路 断 面 積 の 比 が 一 定 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 給 湯 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
混 合 器 よ り 上 流 の 、 出 湯 水 ま た は 前 記 加 熱 部 に 流 入 す る 流 入 水 の み が 通 る 通 水 路 中 に 設 け
ら れ 、 前 記 出 湯 水 の 吐 出 又 は 止 水 を 行 う 吐 水 切 替 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ２ 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
吐 水 口 近 傍 に 少 な く と も 吐 水 を 水 に す る か 混 合 水 に す る か の 選 択 を す る 吐 水 選 択 手 段 を 備
え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
混 合 器 が 住 宅 へ の 水 道 等 の 給 水 を 複 数 の 水 使 用 器 具 そ れ ぞ れ に 分 岐 給 水 す る ヘ ッ ダ ー 部 に
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 住 宅 の 給 湯 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 給 湯 シ ス テ ム の 湯 水 の 通 水 経 路 ブ ロ ッ ク 図 を 図 ９ 、 １ ０ に 示 す 。
ま ず 、 図 ９ は 、 使 用 水 温 の 湯 を 給 湯 機 ２ に て 生 成 し 、 末 端 水 栓 に 給 湯 す る 例 で あ り 、 使 用
者 は 給 湯 機 ２ の 操 作 部 １ に て 、 使 用 す る 水 温 を 設 定 す る 。 こ れ に よ り 給 湯 機 ２ へ 制 御 信 号
が 連 絡 さ れ 、 そ の 後 、 開 閉 機 能 の み を 持 つ 末 端 水 栓 ３ を 開 く と 、 給 湯 機 ２ よ り 設 定 水 温 の
湯 が 吐 出 さ れ 給 湯 配 管 ４ を 通 っ て 末 端 水 栓 ３ に 達 し 吐 水 さ れ る 。
ま た 、 図 １ ０ は 、 給 湯 機 ２ で 予 め 高 温 水 を 生 成 し 、 末 端 水 栓 ５ に て 水 と 湯 水 と を 混 合 し て
適 温 湯 に 混 合 す る 例 で あ り 、 使 用 者 は 給 湯 機 ２ の 操 作 部 １ に て 使 用 す る 可 能 性 の 有 る 最 も
高 い 温 度 に 水 温 を 設 定 す る 。 こ れ に よ り 給 湯 機 ２ へ 制 御 信 号 が 伝 達 さ れ る 。 そ の 後 、 末 端
水 栓 ５ を 開 く と 、 給 湯 機 ２ よ り 設 定 温 度 の 高 温 水 が 吐 出 さ れ 給 湯 配 管 ４ を 通 っ て 、 ま た 、
水 は 給 水 配 管 ６ を 通 っ て 末 端 水 栓 ５ に 達 す る 。 こ の 末 端 水 栓 ５ の 詳 細 は 図 示 し な い が 使 用
者 が 使 用 温 度 を 設 定 し 、 自 動 温 度 調 節 機 能 に て 前 記 設 定 温 度 の 水 が 吐 出 さ れ る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 図 ９ の 給 湯 シ ス テ ム で は 、 給 湯 機 が 故 障 し た 場 合 に 末 端 水 栓 よ り 熱 湯
が 吐 水 さ れ た り 、 図 １ ０ の 給 湯 シ ス テ ム で は 末 端 水 栓 の 温 度 調 節 機 能 が 故 障 し た 場 合 に は
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末 端 水 栓 よ り 熱 湯 が 吐 出 し て し ま い 、 使 用 者 が 火 傷 を す る 可 能 性 が あ っ た 。
さ ら に 、 図 １ ０ の 構 成 で は 、 末 端 水 栓 ま で 給 湯 配 管 及 び 給 水 配 管 の ２ 本 の 配 管 が 必 要 で あ
り 、 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
そ こ で 、 本 発 明 は 、 例 え 給 湯 機 が 故 障 し た 場 合 で も 熱 湯 が 吐 水 さ れ る こ と が な く 、 つ ま り
安 全 で 、 し か も 低 コ ス ト の 給 湯 給 湯 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 問 題 点 を 解 決 す る た め 請 求 項 １ で は 給 湯 流 入 水 を 加 熱 す る 加 熱 部 と 、 流 入 水 温 度 を 検
知 す る 水 温 検 知 部 と 、 前 記 加 熱 部 に よ り 加 熱 さ れ た 出 湯 水 と 水 と を 一 定 割 合 に て 混 合 す る
混 合 器 と 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら の 信 号 を 受 け 、 前 記 加 熱 部 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 を
有 し 、
前 記 制 御 部 は 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら 流 入 水 温 度 が 低 下 し た 信 号 を 受 け る と 出 湯 水 温 度 を 高
く 、 ま た 流 入 水 温 度 が 上 昇 し た 信 号 を 受 け る と 出 湯 水 温 度 を 低 く す る よ う に 制 御 す る
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う に し た の で 、 流 入 水 温 の 低 下 に よ る 流 入 水 の 熱 量 の 減 少 を 、 出 湯 水 温 の 上 昇 に 伴
う 出 湯 水 の 熱 量 を 増 や す こ と で 補 い 、 出 湯 水 と 水 か ら な る 混 合 水 の 熱 量 、 即 ち 混 合 水 温 度
を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 万 一 給 湯 機 が 故 障 し 、 出 湯 水 が 熱 湯 に な っ た 場 合 で も
、 出 湯 水 の み が 吐 水 口 か ら 吐 水 さ れ る 事 が な い た め 、 吐 水 口 か ら 熱 湯 が 出 る こ と は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 請 求 項 ２ で は 給 湯 シ ス テ ム に お い て 、 　 流 入 水 を 加 熱 す る 加 熱 部 と 、 流 入 水 温 度 を 検
知 す る 水 温 検 知 部 と 、 前 記 加 熱 部 に よ り 加 熱 さ れ た 出 湯 水 の 圧 力 を 調 整 す る 圧 力 調 整 手 段
と 、 前 記 出 湯 水 と 水 を 混 合 す る 混 合 器 と 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら の 信 号 を 受 け 、 前 記 加 熱 部
と 前 記 圧 力 調 整 手 段 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 と を 有 し 、
該 制 御 部 は 、 出 湯 水 温 度 が 一 定 に な る よ う に 前 期 加 熱 部 を 制 御 し 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら 流
入 水 温 度 が 低 下 し た 信 号 を 受 け る と 出 湯 水 圧 力 を 高 く 、 ま た 流 入 水 温 度 が 上 昇 し た 信 号 を
受 け る と 出 湯 水 圧 力 を 低 く す る よ う 前 記 圧 力 調 整 手 段 を 制 御 す る よ う に し 、
さ ら に 前 記 混 合 器 は 混 合 す る 前 の 出 湯 水 と 水 が 各 々 流 れ る 通 水 路 断 面 積 の 比 を 一 定 に し た
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に し た の で 、 流 入 水 温 の 低 下 に よ る 流 入 水 の 熱 量 の 減 少 を 、 出 湯 水 流 量 の 増 加 に
伴 う 出 湯 水 の 熱 量 を 増 や す こ と で 補 い 、 混 合 水 の 熱 量 、 即 ち 混 合 水 温 度 を 一 定 に 保 つ こ と
が で き る 。 ま た 、 万 一 給 湯 機 が 故 障 し 、 出 湯 水 が 熱 湯 に な っ た り 、 圧 力 調 整 手 段 が 故 障 し
た 場 合 で も 、 出 湯 水 の み が 吐 水 口 か ら 吐 水 さ れ る 事 が な い た め 、 吐 水 口 か ら 熱 湯 が 出 る こ
と は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 請 求 項 ３ で は 、 混 合 器 よ り 上 流 の 、 出 湯 水 ま た は 前 記 加 熱 部 に 流 入 す る 流 入 水 の み
が 通 る 通 水 路 中 に 設 け ら れ 、 前 記 出 湯 水 の 吐 出 又 は 止 水 を 行 う 吐 水 切 替 手 段 を 備 え る よ う
に し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の た め 湯 と 水 を 使 用 す る 場 所 で も 吐 水 口 が １ 箇 所 で よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 請 求 項 ４ で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム に お い て 、 吐 水 口 近 傍 に 少 な く
と も 吐 水 を 水 に す る か 混 合 水 に す る か の 選 択 を す る 吐 水 選 択 手 段 を 備 え る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の た め 、 吐 水 の 使 用 場 所 に お い て 吐 水 の 選 択 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 請 求 項 ５ で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム に お い て 、 混 合 器 が 住 宅 へ の 水
道 等 の 給 水 を 複 数 の 水 使 用 器 具 そ れ ぞ れ に 分 岐 給 水 す る ヘ ッ ダ ー 部 に 配 置 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の た め 、 混 合 器 を 一 箇 所 で 点 検 す る こ と が で き 、 ま た 複 数 の 混 合 部 を 備 え る こ と も 容 易
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に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 説 明 を 行 う 。
図 １ は 主 要 構 成 ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ は 混 合 水 吐 水 の 場 合 の 給 湯 機 ２ ０ に お け る 制 御 フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
ま ず 使 用 者 は 吐 水 口 を 有 す る 末 端 水 栓 １ １ 近 傍 に あ る 吐 水 選 択 手 段 １ ３ に よ り 、 「 適 温 」
ま た は 「 水 」 を 選 択 す る 。 こ こ で 「 適 温 」 を 選 択 し た 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
吐 水 選 択 手 段 に よ り 「 適 温 」 が 選 択 さ れ る と 、 制 御 部 ９ の 信 号 に よ り 吐 水 切 替 手 段 １ ９ で
あ る 電 磁 弁 １ ０ が 開 状 態 に な る 。 つ ぎ に 末 端 水 栓 １ １ を 開 く と 、 住 宅 元 栓 か ら の 減 圧 弁 ５
６ を 通 過 し た 水 が 、 給 湯 機 ２ ０ の 水 温 検 知 手 段 で あ る 温 度 セ ン サ ー に よ る 水 温 検 知 部 ７ を
通 り 、 加 熱 部 ８ に 入 る 。 こ の 際 、 水 温 検 知 部 ７ で 検 知 さ れ た 水 温 情 報 が 制 御 部 ９ に 伝 達 さ
れ 、 制 御 部 ９ に お い て 後 述 す る 演 算 に よ っ て 目 標 加 熱 温 度 が 決 定 さ れ 、 加 熱 部 ８ へ 加 熱 出
力 の 信 号 が 出 さ れ 、 通 水 中 の 水 が 加 熱 さ れ る 。 加 熱 さ れ た 水 は 温 度 セ ン サ ー か ら な る 湯 温
検 知 部 １ ２ を 通 過 す る 。
こ の 湯 温 情 報 は 制 御 部 ９ に 伝 達 さ れ 、 こ の 情 報 を 基 に 前 記 加 熱 量 を 調 整 す る と い う フ ィ ー
ド バ ッ ク 制 御 を 行 う 。 給 湯 機 か ら 出 て き た 出 湯 水 は 混 合 器 １ ４ に 入 り 、 電 磁 弁 １ ０ を 介 し
て 給 湯 機 ２ ０ の 上 流 の 分 岐 部 １ ５ よ り 分 岐 さ れ た 水 と 混 合 さ れ 末 端 水 栓 １ １ よ り 吐 出 さ れ
る 。 こ の と き 混 合 器 １ ４ の 湯 水 の 混 合 部 に は 湯 水 の 開 度 調 整 等 の 機 能 は な く 、 混 合 さ れ る
だ け で あ る 。
つ ぎ に 吐 水 選 択 手 段 １ ３ に て 「 水 」 を 選 択 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 吐 水 選 択 手 段 で 「
水 」 が 選 択 さ れ る と 電 磁 弁 １ ０ は 閉 状 態 と な る た め 末 端 水 栓 １ １ を 開 く と 水 の み が 混 合 器
１ ４ を 通 過 し 、 末 端 水 栓 １ １ よ り 吐 水 さ れ る 。
こ こ で 、 加 熱 部 と し て は 、 ガ ス 、 電 気 や 石 油 を 熱 源 と し た 熱 交 換 器 を 示 す 。
さ ら に 、 本 実 施 形 態 に お け る 混 合 器 は 、 減 圧 弁 を 通 過 し 給 湯 機 に 至 る 配 管 系 よ り 分 岐 す る
水 用 の 配 管 と 、 加 熱 部 ８ に よ り 加 熱 さ れ 、 電 磁 弁 １ ０ を 介 し て 供 給 さ れ る 出 湯 水 の 配 管 と
が 合 流 し 、 ９ ０ ° 折 れ 曲 が る チ ー ズ 等 の 配 管 継 ぎ 手 が 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ に お い て 、 本 給 湯 シ ス テ ム で の 定 数 は シ ス テ ム 構 成 に よ り 予 め 設 定 し 、 制 御 部 ９ 内 の
メ モ リ ー に 予 め 記 憶 さ れ て い る 。
ま ず 、 使 用 者 が 末 端 水 栓 １ １ を 開 く と 通 水 が 開 始 さ れ る 。 こ の と き 、 水 温 検 知 部 ７ に て 検
知 さ れ た 流 入 水 温 度 Ｔ ｃ の デ ー タ が 制 御 部 ９ に 送 ら れ る 。 制 御 部 ９ に て 、 メ モ リ ー 内 の に
予 め 記 憶 さ れ て い る 定 数 と 前 記 Ｔ ｃ に 基 づ い て 給 湯 機 の 出 湯 水 温 度 Ｔ ｈ を 計 算 （ こ の 計 算
の 詳 細 は 後 述 ） す る 。 そ し て 、 湯 温 検 知 部 １ ２ に よ り 実 際 の 出 湯 水 温 度 Ｔ ｈ １ を 検 知 し 、
そ の デ ー タ も 制 御 部 ９ に 送 ら れ る 。 こ こ で 、 Ｔ ｈ と Ｔ ｈ １ と の 大 小 （ 温 度 の 高 低 ） を 比 較
し 、 “ Ｔ ｈ ＜ Ｔ ｈ １ ” で あ れ ば 、 出 力 を 下 げ る よ う に 加 熱 部 ８ に 指 示 す る 。 ま た そ う で な
け れ ば 、 出 力 を 上 げ る よ う に 指 示 を す る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 当 初 の 設 定 値 Ｔ ｈ か ら
の 実 際 の 誤 差 を 補 正 し 、 出 湯 水 温 度 を Ｔ ｈ に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ こ で 前 記 制 御 部 ９ が 加 熱 部 ８ に 加 熱 量 を 指 示 す る 際 の 計 算 式 に つ い て 説 明 す る 。
混 合 器 前 の 出 湯 水 、 水 の 圧 力 を 各 々 Ｐ ｈ 、 Ｐ ｃ 、 混 合 器 後 の 混 合 水 圧 力 を Ｐ ｋ と す る 。 流
れ る 流 体 の 瞬 間 流 量 は 差 圧 の 平 方 根 に 比 例 す る の で 、 前 記 混 合 前 の 出 湯 水 、 水 及 び 混 合 後
の 混 合 水 の 瞬 間 流 量 、 温 度 、 及 び 前 記 比 例 定 数 を 各 々 Ｑ ｈ 、 Ｑ ｃ 、 Ｑ ｋ 、 Ｔ ｈ 、 Ｔ ｃ 、 Ｔ
ｋ 、 Ｃ ｖ ｈ 、 Ｃ ｖ ｃ と す る と 混 合 前 と 後 で は 熱 量 が 一 定 で あ る の で 以 下 の 式 が 成 立 す る 。
Ｑ ｋ ・ Ｔ ｋ ＝ Ｑ ｃ ・ Ｔ ｃ ＋ Ｑ ｈ ・ Ｔ ｈ
ま た 、 水 と 出 湯 水 の 瞬 間 流 量 の 和 が 混 合 水 の 瞬 間 流 量 で あ る こ と よ り 、
Ｑ ｋ ＝ Ｑ ｃ ＋ Ｑ ｈ
さ ら に 前 述 の よ う に 比 例 定 数 を Ｃ ｖ ｃ 、 Ｃ ｖ ｈ と し た の で 、
Ｑ ｃ ＝ Ｃ ｖ ｃ ・ √ （ Ｐ ｃ － Ｐ ｋ ） 、 Ｑ ｈ ＝ Ｃ ｖ ｈ ・ √ （ Ｐ ｈ － Ｐ ｋ ）
と な り 、 上 記 式 は 下 記 の よ う に な る 。
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Ｔ ｋ ＝ ｛ Ｔ ｃ ・ Ｃ ｖ ｃ ・ √ （ Ｐ ｃ ― Ｐ ｋ ） ＋ Ｔ ｈ ・ Ｃ ｖ ｈ ・ √ （ Ｐ ｈ － Ｐ ｋ ） ｝ ／ ｛ Ｃ ｖ
ｃ ・ √ （ Ｐ ｃ － Ｐ ｋ ） ＋ Ｃ ｖ ｈ ・ √ （ Ｐ ｈ ― Ｐ ｋ ） ｝ 　 　 … ▲ １ ▼
本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 場 合 は 混 合 器 １ ４ に 入 る 湯 水 が 共 に 分 岐 １ ５ よ り 分 岐 さ れ て い る
た め Ｐ ｈ ＝ Ｐ ｃ で あ り 上 記 式 は
Ｔ ｋ ＝ （ Ｔ ｃ ・ Ｃ ｖ ｃ ＋ Ｔ ｈ ・ Ｃ ｖ ｈ ） ／ （ Ｃ ｖ ｃ ＋ Ｃ ｖ ｈ ） … ▲ ２ ▼
と な る 。
数 式 ▲ ２ ▼ よ り 分 岐 １ ５ よ り 上 流 に て 元 水 圧 が 変 動 し て も 給 湯 機 出 湯 温 度 Ｔ ｈ や 混 合 水 温
度 （ Ｔ ｋ ） に 影 響 が 及 ぶ こ と は な い こ と が 判 る 。
上 記 式 ▲ ２ ▼ よ り 本 実 施 の 形 態 １ で は 入 水 温 度 （ Ｔ ｃ ） が １ （ ℃ ） 上 昇 す る 毎 に 給 湯 機 出
湯 温 度 Ｔ ｈ を Ｃ ｖ ｃ ／ Ｃ ｖ ｈ （ ℃ ） 下 げ る よ う に し て い る 。
こ の 理 由 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 変 化 後 の 入 水 温 度 を Ｔ ｃ ’ （ ＝ Ｔ ｃ ＋ １ ） 、 変 更 後
の 給 湯 機 出 湯 水 温 度 を Ｔ ｈ ’ と す る と 、 ▲ ２ ▼ よ り 混 合 水 温 度 Ｔ ｋ を 一 定 に す る 必 要 が あ
る た め 、
Ｔ ｃ ’ ・ Ｃ ｖ ｃ ＋ Ｔ ｈ ’ ・ Ｃ ｖ ｈ ＝ Ｔ ｃ ・ Ｃ ｖ ｃ ＋ Ｔ ｈ ・ Ｃ ｖ ｈ
こ れ を 変 形 し て 、
Ｔ ｈ ’ － Ｔ ｈ ＝ （ Ｔ ｃ － Ｔ ｃ ’ ） ・ Ｃ ｖ ｃ ／ Ｃ ｖ ｈ
こ こ で Ｔ ｃ ’ ＝ Ｔ ｃ ＋ １ で あ る の で
Ｔ ｈ ’ ＝ Ｔ ｈ － Ｃ ｖ ｃ ／ Ｃ ｖ ｈ
と な り 、 前 述 の よ う に 入 水 温 度 の １ ℃ の 上 昇 に 対 し て 、 給 湯 機 出 湯 水 温 度 を Ｃ ｖ ｃ ／ Ｃ ｖ
ｈ （ ℃ ） 下 げ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ れ を 具 体 的 に 下 記 の 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
給 水 元 圧 力 ： Ｐ ｃ ＝ Ｐ ｈ ＝ ０ ． １ ５ （ Ｍ Ｐ ａ ）
混 合 器 後 の 混 合 水 圧 力 ： Ｐ ｋ ＝ ０ ． ０ ５ （ Ｍ Ｐ ａ ）
混 合 水 設 定 温 度 ： Ｔ ｋ ＝ ４ ０ （ ℃ ）
初 期 給 水 温 度 ： Ｔ ｃ ＝ １ ０ （ ℃ ）
比 例 定 数 ： Ｃ ｖ ｃ ＝ Ｃ ｖ ｈ ＝ ３ ０ （ Ｌ ／ （ Ｍ Ｐ ａ ・ ｍ ｉ ｎ ） ）
使 用 者 が 末 端 水 栓 １ １ を 開 く と 、 住 宅 元 栓 よ り 供 給 さ れ た 水 は 給 湯 機 ２ ０ に 流 入 す る 。 ま
ず 水 温 検 知 部 ７ に て 流 入 水 温 度 Ｔ ｃ が １ ０ ℃ で あ る こ と が 検 知 さ れ 、 こ の 情 報 は 制 御 部 ９
に 送 ら れ る 。 制 御 部 で は 予 め 記 憶 し て い る 、 上 記 Ｐ ｃ 、 Ｐ ｈ 、 Ｐ ｋ 、 Ｔ ｋ 、 Ｃ ｖ ｃ 、 Ｃ ｖ
ｈ の 値 と 、 前 記 水 温 検 知 部 ７ よ り 送 ら れ る 流 入 水 温 度 が １ ０ ℃ で あ る と い う 情 報 を 使 用 し
て 、 上 記 ▲ ２ ▼ を 変 形 し た 下 記 ▲ ３ ▼ に よ り 必 要 な 出 湯 水 温 度 Ｔ ｈ を 求 め る 。 ▲ ３ ▼ に 各
数 値 を 代 入 す る と 、
Ｔ ｈ ＝ ｛ （ Ｃ ｖ ｃ ＋ Ｃ ｖ ｈ ） ・ Ｔ ｋ － Ｔ ｃ ・ Ｃ ｖ ｃ ｝ ／ Ｃ ｖ ｈ … ▲ ３ ▼
＝ ７ ０ （ ℃ ）
と な り 、 給 湯 機 ２ ０ に て ７ ０ ℃ の 湯 を 作 成 す れ ば 、 末 端 水 栓 １ １ の 吐 水 口 よ り ４ ０ ℃ の 混
合 水 が 吐 出 さ れ る こ と に な る 。 こ の 数 値 （ ７ ０ ℃ ） に 基 づ い て 、 制 御 部 ９ よ り 加 熱 部 ８ を
制 御 す る 。 ま た 、 加 熱 部 ８ に て 加 熱 さ れ た 湯 は 湯 温 検 知 部 １ ２ を 通 過 し 、 混 合 器 １ ４ に 達
す る 。 こ の 湯 温 検 知 部 １ ２ に て 通 過 す る 湯 の 温 度 Ｔ ｈ １ を 検 知 し 、 そ の デ ー タ を 制 御 部 ９
に 送 る 。 制 御 部 ９ で は 湯 温 デ ー タ Ｔ ｈ １ を 利 用 し て 加 熱 部 ８ へ の 加 熱 出 力 指 示 を 調 整 す る
。 こ の こ と に よ り 、 給 湯 機 ２ ０ か ら は 、 ７ ０ ℃ の 湯 が 出 湯 さ れ る 。 次 に 混 合 器 １ ４ に お い
て 、 電 磁 弁 １ ０ は 開 い て お り 、 湯 と 水 が 混 合 さ れ 末 端 水 栓 １ １ か ら は ４ ０ ℃ の 混 合 水 が 吐
出 さ れ る 。
ま た 、 こ の 設 定 に て 給 湯 温 度 が １ ℃ 上 昇 し た 場 合 は 、 ▲ ３ ▼ に よ り 、 必 要 な 出 湯 水 温 度 Ｔ
ｈ は ６ ９ （ ℃ ） と な る た め 、 前 述 の 制 御 に て ７ ０ ℃ で あ っ た も の を ６ ９ ℃ に す れ ば 、 末 端
水 栓 １ １ の 吐 水 口 か ら は ４ ０ ℃ の 混 合 水 が 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ こ で 万 一 給 湯 機 ２ ０ の 加 熱 部 ８ が 故 障 し 、 制 御 部 ９ の 制 御 が 利 か ず 、 出 湯 温 度 が １ ０ ０
℃ に な っ た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
こ の 場 合 、 湯 温 検 知 部 １ ２ に て 出 湯 水 温 度 が １ ０ ０ ℃ で あ る こ と が 検 知 さ れ 、 そ の デ ー タ
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は 制 御 部 ９ に 送 ら れ る が 、 加 熱 部 ８ は 制 御 が 利 か な く な っ て お り 、 １ ０ ０ ℃ の 出 湯 水 が 出
続 け る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し か し な が ら 、 こ の 混 合 器 １ ４ 内 で 混 合 さ れ た 結 果 の 混 合 水 温 度 は 前 述 の ▲ ２ ▼ に よ り 求
め る こ と が で き る 。 ▲ ２ ▼ に 各 値 を 代 入 す る と 、 Ｔ ｋ ＝ ５ ５ ℃ と な る 。 即 ち 、 末 端 水 栓 １
１ の 吐 出 口 か ら は ５ ５ ℃ の 混 合 水 が 吐 出 さ れ る こ と に な り 、 給 湯 機 ２ ０ の 出 湯 水 温 度 （ １
０ ０ ℃ ） よ り 大 幅 に 低 く な る 。 こ の た め 使 用 者 が こ の 湯 に 触 れ た 場 合 で も 、 火 傷 の 可 能 性
を 大 幅 に 低 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な ぜ な ら 、 本 実 施 形 態 で は 、 給 湯 機 ２ ０ か ら の 出 湯 水 の 通 路 に の み 電 磁 弁 １ ０ が あ り 、 混
合 器 １ ４ ま で の 給 水 通 路 に は 水 路 を 制 御 す る 弁 が な い 。 こ の た め 制 御 等 に ど の よ う な 不 具
合 が 発 生 し て も 混 合 器 １ ４ 内 で 必 ず 水 と 混 合 さ れ 、 給 湯 機 か ら の 出 湯 水 に 比 べ 吐 出 水 が 低
温 に な る た め 、 万 一 の 故 障 の 際 に も 使 用 者 が 火 傷 す る 可 能 性 を 大 き く 低 減 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と で 吐 水 切 替 手 段 １ ９ は 単 純 な 構 成 で あ る 電 磁 弁 １ ０ で も よ く 、 ま
た 万 一 故 障 し た 場 合 で も 湯 の み が 吐 出 さ れ る こ と は な い 。 ま た 、 減 圧 弁 ５ ６ を 湯 水 の 分 岐
前 に 設 け て い る た め 、 水 道 水 圧 変 動 の 影 響 を 受 け ず 、 末 端 水 栓 １ １ か ら の 吐 水 量 が 安 定 す
る 。 ま た 、 混 合 部 １ ４ か ら 末 端 水 栓 １ １ ま で の 配 管 は １ 本 で よ く 部 材 費 お よ び 施 工 費 が 低
減 で き る ば か り で な く 末 端 水 栓 １ １ が 通 水 路 の 開 閉 機 能 の み で よ く 単 純 な た め コ ス ト を 抑
え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
つ ぎ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ の 説 明 を 行 う 。 図 ３ は 主 要 構 成 ブ ロ ッ ク 図 、 図 ４ は 給 湯 機 内
の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 、 図 ５ は 分 岐 機 能 を も つ ヘ ッ ダ ー が ケ ー シ ン グ 内 に 収 め ら れ た 分 水 盤 全
体 図 、 図 ６ は 分 水 盤 の 部 分 拡 大 図 、 図 ７ は 給 湯 機 ２ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
ま ず 図 ４ に お い て 、 吐 水 選 択 手 段 １ ３ は 信 号 線 ２ ９ に て 制 御 部 ９ と 接 続 さ れ て い る 。 こ こ
で 「 適 温 水 」 を 選 択 す る と 、 給 湯 さ れ た 水 は ま ず 配 管 分 岐 ユ ニ ッ ト で あ る 分 水 盤 に 入 る 。
こ の 分 水 盤 は 図 ５ の よ う に な っ て お り 、 図 ５ に お い て 給 水 入 水 部 ２ ２ よ り 流 入 し た 水 は ま
ず 減 圧 弁 ５ ６ を 通 り 圧 力 を 安 定 さ せ た 後 、 通 水 路 ３ １ を 通 過 し 給 湯 機 へ の 流 出 口 ２ ３ を 通
っ て 給 湯 機 ２ １ へ 流 れ 込 む 。 図 ４ に お い て 、 給 湯 機 ２ １ に 入 っ た 水 は 圧 力 検 知 手 段 １ ７ を
通 っ た 後 、 前 記 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ と 同 じ く 、 水 温 検 知 部 ７ 、 加 熱 部 ８ 、 湯 温 検 知 部 １
２ を 通 過 し て 混 合 器 １ ４ に 流 れ る 。 こ の 途 中 で は 制 御 部 ９ に て 湯 温 検 知 部 １ ２ よ り の 信 号
を 利 用 し て 加 熱 部 ８ へ の 動 作 指 示 を フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 に て 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 圧 力 セ ン サ ー 等 の 圧 力 検 知 手 段 １ ７ に お い て 検 知 さ れ た 流 入 水 圧 力 情 報 と 前 記 水 温
検 知 部 ７ に お い て 検 知 さ れ た 水 温 情 報 は 制 御 部 ９ に 伝 達 さ れ る 。 こ こ で 水 温 が 当 初 設 定 さ
れ た 水 温 よ り 低 い 場 合 に は 、 圧 力 調 整 手 段 １ ６ へ 圧 力 を 当 初 設 定 し た 数 値 よ り 上 げ る よ う
に 信 号 を 伝 達 し 、 圧 力 調 整 手 段 １ ６ は 前 記 信 号 に 従 い 、 当 初 設 定 値 よ り 圧 力 を 上 げ る よ う
に 動 作 す る 。 こ の 圧 力 調 整 手 段 １ ６ は 通 水 路 の 前 後 に て 、 上 流 側 水 圧 に 対 し て 下 流 側 水 圧
を 減 じ る も の で 、 制 御 部 ９ か ら の 信 号 で 減 少 量 を 変 更 で き る も の で あ る 。 こ の 制 御 は 圧 力
調 整 手 段 １ ６ の 下 流 に あ る 圧 力 検 知 手 段 １ ８ の 情 報 に て フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 を 行 う 。 こ れ
に よ り 給 湯 機 ２ １ に て 加 熱 さ れ る 出 湯 水 圧 力 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ６ に お い て 給 湯 機 か ら の 流 入 口 ２ ４ か ら 流 入 し た 湯 は 通 湯 路 ３ ２ を 通 過 し 混 合 器 １ ４ に
至 る 。 図 ６ で は ３ 個 の 混 合 器 １ ４ が 並 列 に 繋 が っ て い る 。 前 記 流 入 し た 湯 は 吐 水 切 替 手 段
１ ９ で あ る 電 磁 弁 ２ ８ に 達 す る 。 電 磁 弁 ２ ８ は 前 記 制 御 部 ９ と 信 号 線 ３ ０ に よ り 接 続 さ れ
て お り 、 開 閉 制 御 さ れ る 。 現 時 点 で は 前 記 吐 水 選 択 手 段 １ ３ に よ り 「 適 温 水 」 が 選 択 さ れ
て い る の で 、 電 磁 弁 ２ ８ は 開 状 態 に な っ て い る 。 湯 が 電 磁 弁 ２ ８ を 通 過 し 、 通 水 路 ３ １ か
ら 分 岐 接 続 さ れ て い る 水 と 混 合 後 、 図 ３ 記 載 の 吐 水 口 を 有 す る 末 端 水 栓 １ １ よ り 吐 出 さ れ
る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
こ こ で 、 混 合 器 １ ４ は 鋳 造 に て 製 作 さ れ 相 互 に 接 続 さ れ た 三 つ の 管 路 を 有 し て お り 、 通 水
路 ３ １ と 通 湯 路 ３ ２ と 末 端 水 栓 １ １ へ の 通 路 に 各 々 水 密 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 通 湯
路 ３ ２ と 通 水 路 ３ １ か ら 湯 水 が 流 入 し 、 接 続 部 に て 混 合 さ れ 末 端 水 栓 １ １ へ 混 合 水 と し て
流 れ る 。 ま た 湯 水 の 通 路 断 面 積 は 混 合 器 １ ４ の 製 作 時 に 決 ま り 、 使 用 時 に 変 動 す る こ と は
な く 一 定 で 流 量 調 整 機 能 は な い 。
こ の た め 前 述 の よ う に 流 入 水 温 度 が 低 下 す る と 、 給 湯 機 ２ １ か ら の 出 湯 水 圧 力 が 上 昇 す る
の で 、 通 水 路 ３ １ か ら 分 岐 さ れ た 水 の 圧 力 に 対 す る 混 合 器 １ ４ で の 出 湯 水 圧 力 が 上 昇 し 混
合 器 １ ４ に て の 湯 の 水 に 対 す る 混 合 比 が 多 く な り 、 混 合 水 温 度 が 安 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 こ こ で 混 合 器 １ ４ は 湯 、 水 双 方 が ク イ ッ ク フ ァ ス ナ － ２ ６ 、 ２ ７ に て 着 脱 可 能 に 接
続 さ れ て い る 、 こ う す る こ と で 現 在 は 水 の み 使 用 し て い る 末 端 器 具 に つ い て も 、 分 水 盤 部
に 混 合 器 を 入 れ る こ と に よ り 今 ま で の 配 管 を 取 り 替 え る こ と な く 適 温 水 を 使 用 す る こ と が
で き る 。 こ の 構 成 に お い て 吐 水 選 択 手 段 １ ３ で 「 水 」 を 選 択 さ れ て い る 場 合 に は 、 電 磁 弁
２ ８ が 閉 じ て い る た め 湯 は 流 れ ず 、 通 水 路 ３ １ か ら 分 岐 さ れ た 水 の み が 末 端 水 栓 １ １ か ら
流 れ 出 す 。 ま た 、 こ の 構 成 で 湯 水 分 岐 前 に 減 圧 弁 ５ ６ を 設 け て い る た め 、 水 道 水 圧 の 変 動
の 影 響 を 受 け る こ と が な く 末 端 水 栓 １ １ か ら 安 定 し た 吐 水 量 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 上 記 の こ と に つ い て 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 通 水 中 は 給 湯 機 ２ １ を 通 過 す る 水 の 温 度
（ Ｔ ｃ ） と 圧 力 （ Ｐ ｃ ） を 、 水 温 検 知 部 ７ 及 び 圧 力 検 知 手 段 １ ７ に て 検 知 し 、 そ の 情 報 は
制 御 部 ９ に 送 ら れ る 。 制 御 部 ９ で は 前 記 Ｔ ｃ 、 Ｐ ｃ の 情 報 と 、 予 め 記 憶 さ れ た 、 こ の 給 湯
シ ス テ ム 固 有 の 定 数 を 使 用 し て 、 こ の 給 湯 機 ２ １ か ら の 出 湯 水 温 度 Ｔ ｈ と 出 湯 水 圧 力 Ｐ ｈ
を 算 出 す る 。 ま た 実 際 の 出 湯 水 温 度 Ｔ ｈ １ と 出 湯 水 圧 力 Ｐ ｈ １ は 、 湯 温 検 知 部 １ ２ と 圧 力
検 知 手 段 １ ８ に よ り 検 知 さ れ 、 制 御 部 ９ に 送 ら れ る 。 こ の 情 報 を 元 に 制 御 部 ９ で は 、 下 記
の 制 御 を 行 う こ と で 目 標 値 Ｔ ｈ 、 Ｐ ｈ と の ず れ を 補 正 す る 。
Ｔ ｈ と Ｔ ｈ １ を 比 較 し て “ Ｔ ｈ ＜ Ｔ ｈ １ ” の 状 態 、 即 ち 加 熱 し す ぎ て い る 場 合 は 出 力 を 下
げ 、 そ う で な け れ ば 上 げ る よ う に 加 熱 部 ８ に 指 示 を 出 す 。
Ｐ ｈ と Ｐ ｈ １ を 比 較 し て “ Ｐ ｈ ＜ Ｐ ｈ １ ” の 状 態 、 即 ち 圧 力 が 高 す ぎ る 場 合 は 圧 力 を 下 げ
、 そ う で な い 場 合 は 上 げ る よ う に 圧 力 調 整 手 段 １ ６ に 指 示 を 出 す 。
ま た 、 Ｐ ｈ を 算 出 す る 際 に は 水 温 Ｔ ｃ が 低 い 場 合 に は 、 Ｐ ｈ を 上 げ る よ う に な っ て い る 。
そ う し な い と き 、 例 え ば Ｔ ｃ が 低 く な っ た 場 合 に Ｐ ｈ が 一 定 で あ れ ば 、 下 流 の 混 合 器 １ ４
で の 出 湯 水 と 水 の 通 水 路 断 面 積 が 一 定 の た め 、 水 と 湯 の 混 合 比 が 一 定 に な り 、 混 合 水 温 度
が 低 く な っ て し ま う 。 し か し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 Ｐ ｈ を 上 げ る た め 出 湯 水
の 水 に 対 す る 混 合 比 を 上 げ る こ と が で き 、 Ｔ ｃ の 低 下 に よ る 影 響 を 相 殺 す る こ と が で き る
。 こ れ と は 逆 に 、 Ｔ ｃ が 高 く な っ た 場 合 に は Ｐ ｈ を 下 げ る よ う に し て い る 。 こ れ も 同 じ 理
由 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ こ で 万 一 給 湯 機 ２ １ が 故 障 し 、 正 し く 制 御 で き な く な っ た 場 合 を 考 え る 。 こ の と き 例 え
ば 出 湯 水 温 度 Ｔ ｈ １ が １ ０ ０ ℃ に な っ た 場 合 で も 、 混 合 器 １ ４ に て 水 と 必 ず 混 合 さ れ る 。
こ れ は 、 混 合 器 １ ４ の 混 合 部 ま で の 水 通 水 路 に 開 閉 機 能 を 有 し て い な い た め で あ る 。 こ れ
に よ り 、 末 端 水 栓 １ １ の 吐 水 口 か ら は 出 湯 水 が そ の ま ま の 温 度 で 吐 出 さ れ る こ と が な く 、
故 障 の 際 も 使 用 者 の 火 傷 の 可 能 性 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 形 態 に お い て 電 磁 弁 ２ ８ は 、 圧 力 検 出 手 段 で あ る 圧 力 セ ン サ ー の 下 流 に 設 け た 例 を
説 明 し た が こ の 場 所 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 例 え ば 、 減 圧 弁 の 下 流 側 の 水 側 配 管 以 降 の 加
熱 部 を 経 由 す る 配 管 の い ず れ に も 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
つ ぎ に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ の 説 明 を 図 ８ を 用 い て 行 う 。 図 ８ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ の
主 要 構 成 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ８ に お い て 、 住 宅 内 の 台 所 、 浴 室 、 及 び 洗 面 所 に 吐 水 口 を
備 え る 末 端 水 栓 １ １ と 吐 水 選 択 手 段 １ ３ が 備 え ら れ て い る 。
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各 々 の 末 端 水 栓 １ １ は 同 一 の 混 合 器 １ ４ に 並 列 に 配 管 接 続 さ れ て お り 、 各 々 の 吐 水 選 択 手
段 １ ３ は 同 一 の 給 湯 機 ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 給 湯 機 ２ ０ と 混 合 器 １ ４ は 本 発 明 の 実 施 の
形 態 １ 記 載 の も の と 同 様 で あ る が 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ の 給 湯 機 ２ ０ 内 の 制 御 部 に は 前
記 し た 台 所 、 浴 室 及 び 洗 面 所 に 設 置 さ れ た 吐 水 選 択 手 段 １ ３ か ら の 信 号 線 ２ ９ が 接 続 さ れ
て い る こ と が 異 な っ て い る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 使 用 者 は 住 宅 の 何 れ の 場 所
か ら も 場 所 に 設 け ら れ た 吐 水 選 択 手 段 １ ３ に よ っ て 使 用 水 を 水 ま た は 適 温 水 の 選 択 が で き
る 。 こ の た め 、 例 え ば 単 身 世 帯 の 場 合 等 、 同 時 使 用 す る こ と が 無 い と き は 給 湯 機 ２ ０ と 混
合 器 １ ４ は １ 台 で よ い た め コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
前 記 の よ う に 請 求 項 １ で は 流 入 水 を 加 熱 す る 加 熱 部 と 、 流 入 水 温 度 を 検 知 す る 水 温 検 知 部
と 、 前 記 加 熱 部 に よ り 加 熱 さ れ た 出 湯 水 と 水 と を 一 定 割 合 に て 混 合 す る 混 合 器 と 、 前 記 水
温 検 知 部 か ら の 信 号 を 受 け 、 前 記 加 熱 部 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 を 有 し 、
前 記 制 御 部 は 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら 流 入 水 温 度 が 低 下 し た 信 号 を 受 け る と 出 湯 水 温 度 を 高
く 、 ま た 流 入 水 温 度 が 上 昇 し た 信 号 を 受 け る と 出 湯 水 温 度 を 低 く す る よ う に 制 御 し た の で
、 流 入 水 温 の 低 下 に よ る 流 入 水 の 熱 量 の 減 少 を 、 出 湯 水 温 の 上 昇 に 伴 う 出 湯 水 の 熱 量 を 増
や す こ と で 補 い 、 混 合 水 の 熱 量 、 即 ち 混 合 水 温 度 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 万 一
給 湯 機 が 故 障 し 、 出 湯 水 が 熱 湯 に な っ た 場 合 で も 、 出 湯 水 の み が 吐 水 口 か ら 吐 水 さ れ る 事
が な い た め 、 吐 水 口 か ら 熱 湯 が 出 る こ と は な く 、 使 用 者 が 火 傷 を す る 可 能 性 を 低 減 で き る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 請 求 項 ２ で は 給 湯 シ ス テ ム に お い て 、 流 入 水 を 加 熱 す る 加 熱 部 と 、 流 入 水 温 度 を 検 知
す る 水 温 検 知 部 と 、 前 記 加 熱 部 に よ り 加 熱 さ れ た 出 湯 水 の 圧 力 を 調 整 す る 圧 力 調 整 手 段 と
、 、 前 記 出 湯 水 と 水 を 混 合 す る 混 合 器 と 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら の 信 号 を 受 け 、 前 記 加 熱 部
と 前 記 圧 力 調 整 手 段 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 と を 有 し 、
該 制 御 部 は 、 出 湯 水 温 度 が 一 定 に な る よ う に 前 期 加 熱 部 を 制 御 し 、 前 記 水 温 検 知 部 か ら 流
入 水 温 度 が 低 下 し た 信 号 を 受 け る と 出 湯 水 圧 力 を 高 く 、 ま た 流 入 水 温 度 が 上 昇 し た 信 号 を
受 け る と 出 湯 水 圧 力 を 低 く す る よ う 前 記 圧 力 調 整 手 段 を 制 御 す る よ う に し 、
さ ら に 前 記 混 合 器 は 混 合 す る 前 の 出 湯 水 と 水 が 各 々 流 れ る 通 水 路 断 面 積 の 比 が 一 定 に し た
の で 、 流 入 水 温 の 低 下 に よ る 流 入 水 の 熱 量 の 減 少 を 、 出 湯 水 流 量 の 増 加 に 伴 う 出 湯 水 の 熱
量 を 増 や す こ と で 補 い 、 混 合 水 の 熱 量 、 即 ち 混 合 水 温 度 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た
、 万 一 給 湯 機 が 故 障 し 、 出 湯 水 が 熱 湯 に な っ た り 、 圧 力 調 整 手 段 が 故 障 し た 場 合 で も 、 出
湯 水 の み が 吐 水 口 か ら 吐 水 さ れ る 事 が な い た め 、 吐 水 口 か ら 熱 湯 が 出 る こ と は な く 、 使 用
者 が 火 傷 を す る 可 能 性 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 請 求 項 ３ で は 、 混 合 器 よ り 上 流 の 、 出 湯 水 ま た は 前 記 加 熱 部 に 流 入 す る 流 入 水 の み
が 通 る 通 水 路 中 に 設 け ら れ 、 前 記 出 湯 水 の 吐 出 又 は 止 水 を 行 う 吐 水 切 替 手 段 を 備 え る よ う
に し た た め 、 湯 と 水 を 使 用 す る 場 所 で も 吐 水 口 が １ 箇 所 で よ く 、 低 コ ス ト で 給 湯 シ ス テ ム
を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に 請 求 項 ４ で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム に お い て 、 吐 水 口 近 傍 に 少 な く
と も 吐 水 を 水 に す る か 混 合 水 に す る か の 選 択 を す る 吐 水 選 択 手 段 を 備 え る よ う に し た の で
、 吐 水 の 使 用 場 所 に お い て 吐 水 の 選 択 を す る こ と が で き 、 使 い 勝 手 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 請 求 項 ５ で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の 給 湯 シ ス テ ム に お い て 、 混 合 器 が 住 宅 へ の 水
道 等 の 給 水 を 複 数 の 水 使 用 器 具 そ れ ぞ れ に 分 岐 給 水 す る ヘ ッ ダ ー 部 に 配 置 し た の で 、 混 合
器 を 一 箇 所 で 点 検 す る こ と が で き 、 ま た 複 数 の 混 合 部 を 備 え る こ と も 容 易 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 主 要 構 成 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 給 湯 機 の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 主 要 構 成 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 給 湯 機 内 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 分 水 盤 全 体 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 分 水 盤 部 分 拡 大 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 給 湯 機 の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 主 要 構 成 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ９ 】 従 来 の 給 湯 シ ス テ ム の 通 水 ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ０ 】 従 来 の 給 湯 シ ス テ ム の 通 水 ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 給 湯 機 操 作 部
２ 　 給 湯 機
３ 　 末 端 水 栓
４ 　 給 湯 配 管
５ 　 末 端 水 栓
６ 　 給 水 配 管
７ 　 水 温 検 知 部
８ 　 加 熱 部
９ 　 制 御 部
１ ０ 　 電 磁 弁
１ １ 　 末 端 水 栓
１ ２ 　 湯 温 検 知 部
１ ３ 　 吐 水 選 択 手 段
１ ４ 　 混 合 器
１ ５ 　 分 岐 部
１ ６ 　 圧 力 調 整 手 段
１ ８ 　 圧 力 検 知 手 段
１ ９ 　 吐 水 切 替 手 段
２ ０ 　 給 湯 機
２ １ 　 給 湯 機
２ ２ 　 給 水 入 水 部
２ ３ 　 給 湯 機 へ の 流 出 口
２ ４ 　 給 湯 機 か ら の 流 入 口
２ ６ 　 ク イ ッ ク フ ァ ス ナ ー
２ ７ 　 ク イ ッ ク フ ァ ス ナ ー
２ ８ 　 電 磁 弁
２ ９ 　 信 号 線
３ ０ 　 信 号 線
３ １ 　 通 水 路
３ ２ 　 通 湯 路
５ ６ 　 減 圧 弁
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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